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11才投手：投球継続2年

12才投手：保存治療1年

野球肘検診の必要性
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超音波野球肘検診
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超音波野球肘検診
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北海道超音波野球肘検診
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➢ 女子野球検診

女性アスリートに特化した取り組み
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✓ 2016～2020年北海道野球協議会で肘検診を
行った野球選手2999名

女子
90名

男子
2909名

➢ 男女の性別が肘関節に及ぼす影響

性別が肘関節に及ぼす影響
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＜外側障害＞

＜内側異常＞

➢ 外側障害：男女有意差なし

女子選手における肘障害

女子野球選手でもOCDになります
＝検診の必要性
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北海道野球肘検診：リトルシニア

一生懸命やっている選手ほど、
障害になるリスクが高い傾向にあります



HOKKAIDO UNIVERSITY

GRADUATE SCHOOL OF MEDICINE
DEPARTMENT of ORTHOPEDIC SURGERY

骨形成過程での投球障害予防の重要性

➢ 競技レベルの与える影響 石津ら日本肘関節学会 2022

成長期の骨成熟が将来のパフォーマンスに影響します

＜高校生＞
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